で、 異様の 錯覚 を 起したり した。 

薬物に よるこう した 旅行 は、 だが 私の 健康 を ひどく 

害した。 私 は 日々 に 憔悴し、 血色が 悪くな り、 皮膚が 

老衰に 澱んで しまった。 私 は 自分の 養生に 注意し 始 

めた。 そして 運動の ための 散歩の 途中で、 或る日 偶然、 

私の 風 変り な 旅行 癖 を 満足 させ 得る、 一 つの 新しい 方 

法 を 発見した。 私 は 医師の 指定して くれた 注意に よつ 

て、 毎日 家から 四、 五十 町 (三十 分から 一 時間 位) の 

附近 を 散歩して いた。 その 日 もや はリ 何時も 通りに、 

ふだんの 散歩 区域 を 歩いて いた。 私の 通る 道筋 は、 い 

つも 同じように 決まって いた。 だが その 日に 限って、 



てること に 気が付いて くる。 諸君の 理性 は、 決して そ 

んな はずがない と 思う。 しかも 知覚 上の 事実と して、 

汽車 はたし かに 反対に、 諸君の 目的地から 遠ざかって 

みたま 

行く。 そうした 時、 試みに 窓から 外 を 眺めて 見 給え。 

いつも 見慣れた 途中の 駅 や 風景 やが、 すっかり 珍しく 

変って しまって、 記憶の 一片 さえ も 浮ばない ほど、 全 

く 別の ちがった 世界に 見える だろう。 だが 最後に 到着 

し、 いつもの プラット ホ— ムに 降りた 時、 始めて 諸君 

は 夢から 醒め、 現実の 正しい 方位 を 認識す る。 そして 

J 旦 それが 解れば、 始めに 見た 異常の 景色 や 事物 や は、 

何でもない 平常通りの、 見慣れた 詰らない 物に 変って 



家で ない 私 は、 脚色 や 趣向に よって、 読者 を 興がらせ 

すべ な 

る 術 を 知らない。 私の 為し 得る こと は、 ただ 自分の 経 

験した 事実 だけ を、 報告の 記事に 書く だけで ある。 

2 

その 頃 私 は、 北 越 地方の K という 温泉に 滞留して い 

た。 九月 も 末に 近く、 彼岸 を 過ぎた 山の 中で は、 もう 

すっかり 秋の 季節に なって いた。 都会から 来た 避暑客 

あと 

は、 既に 皆 帰って しまって、 後に は 少しば かりの 

とうじき やく 

湯治 客が、 静かに 病 を 養って いるので あった。 秋の 日 



の 繁華な U 町へ は、 小さな 軽便鉄道が 布設 されて いた。 

私 はしばしば その 鉄道で、 町へ 出かけて 行って 買物 を 

したり、 時には また、 女の いる 店で 酒 を 飲んだり した。 

だが 私の 実の 楽しみ は、 軽便鉄道に 乗る ことの 途中に 

おもちゃ 

あった。 その 玩具の ような 可愛い 汽車 は、 落葉樹の 林 

やまかい 

や、 谷間の 見える 山峡 や を、 うねうねと 曲りながら 走 つ 

て 行った。 

或る日 私 は、 軽便鉄道 を 途中で 下車し、 徒歩で U 町 

の 方へ 歩いて 行った。 それ は見晴 しの 好い 峠の 山道 を、 

ひとりで ゆっくり 歩きたかった からであった。 道 は 

軌道に 沿いながら、 林の 中の 不規則な 小径 を 通った。 



この 温泉 場の 附近に あった。 今では さすがに 解消して、 

住民 は 何 所 かへ 散って しまった けれども、 おそらく や 

はり、 何 所 かで 秘密の 集団生活 を 続けて いるに ちがい 

ない。 その 疑いない 証拠と して、 現に 彼らの オクラ (魔 

神の 正体) を 見た という 人が あると。 こうした 人々 の 

談話の 中には、 農民 一 流の 頑迷 さが 主張 づけら れ てい 

た。 否でも応でも、 彼ら は 自己の 迷信 的 恐怖と 実在 性 

と を、 私に 強制しょう とする のであった。 だが 私 は、 

別の ちがった 興味で もって、 人々 の 話 を 面白く 傾聴し 

ていた。 日本の 諸国に ある この種の 部落 的 タブ— は、 

おそらく 虱 俗習 K を 異にした 外国の 移住 民 や 帰化人 や 



を、 先祖の 氏神に もつ 者の 子孫であろう。 あるいは 多 

キリシタン 

分、 もっと 確実な 推測と して、 切支丹 宗徒の 隠れた 集 

合 的 部落であった のだろう。 しかし 宇宙の 間に は、 人 

間の 知らない 数々 の 秘密が ある。 ホレ— シォが 言うよ 

うに、 理智は 何事 を も 知り はしない。 理智 はすべ て を 

常識 化し、 神話に 通俗の 解説 をす る。 しかも 宇宙の 隠 

れた 意味 は、 常に 通俗 以上で ある。 だからす ベての 哲 

学者 は、 彼らの 窮理の 最後に 来て、 いつも 詩人の 前に 

兜 を 脱いで る。 詩人の 直覚す る 超 常識の 宇宙 だけが、 

真の メタ フ イジ ッ クの 実在な の だ。 

こうした 思 # に 耽りながら、 私 は ひと リ 秋の 山道 を 



歩いて いた。 その 細い 山道 は、 経路に 沿うて 林の 奥へ 

消えて 行った。 目的地への 道標と して、 私が 唯一 のた 

よりにし ていた 汽車の 軌道 は、 もはや 何 所に も 見えな 

くな つた。 私 は 道 をな くした の だ。 

「迷い子！」 

瞑想から 醒めた 時に、 私の 心に 浮んだ の は、 この 心 

細い 言葉であった。 私 は 急に 不安に なり、 道 を 探そう 

として あわて 出した。 私 は 後へ引 返して、 逆に 最初の 

+P ど 

道へ 戻ろうと した。 そして 一層 地理 を 失い、 多岐に 別 

れた 迷路の 中へ、 ぬきさし ならず 入って しまった。 山 

は 次第に 深くな り、 小径 は 荊棘の 中に 消えて しまった。 



狭く 入 混んだ 路地に なって た。 それ は 迷路の ように 曲 

折しながら、 石畳の ある 坂 を 下に 降りたり、 二階の 張 

り 出した 出窓の 影で、 暗く 隧道に なった 路を くぐった 

りした。 南国の 町の ように、 所々 に 茂った 花樹が 生え、 

そ の 附近に は 井戸が あった。 至る ところに 日影が 深く、 

しょうか 

町 全体が 青樹の 蔭の ように しっとり していた。 娼家ら 

しい 家が 並んで、 中庭の ある 奥の 方から、 閑雅な 音楽 

さ こ 

の 音が 聴え て 来た。 

大 通の 街路の 方に は、 硝子 窓の ある 洋風の 家が 多 

かった。 理髪店の 軒先に は、 紅白の 丸い 棒が 突き出し 

て あり、 ぺ ンキの 看板に Barbershop と 書いて あった。 



こわくてき 

蠱惑的な 不思議な 町 は どこか まるで 消えて しま つ て、 

骨牌の 裏 を 返した ように、 すっかり 別の 世界が 現れて 

いた。 此 所に 現実して いる 物 は、 普通の 平凡な 田舎 町。 

しかも 私の よく 知っている、 いつもの U 町の 姿で はな 

いか。 そこに はいつ もの 理髪店が、 客の 来ない 椅子 を 

並べて、 白昼の 往来 を 眺めて いるし、 さびれた 町の 左 

側に は、 売れない 時計屋が 欠伸 をして、 いつものよう 

に 戸 を 閉めて いる。 すべて は 私が 知って る 通りの、 い 

つもの 通りに 変化の ない、 田舎の 単調な 町で ある。 

意識が 此 所まで はっきりした 時、 私 は 一 切の こと を 

了解した。 愚かに も 私 は、 また 例の 知覚の 疾病 「三 半 



規 管の 喪失」 にかかった ので ある。 山で 道 を 迷った 時 

から、 私 はも はや 方位の 観念 を 失 喪して いた。 私 は 反 

対の 方へ 降りた つもりで、 逆に また U 町へ 戻って 来た 

の だ。 しかもい つも 下車す る 停車場と は、 全くち がつ 

た 方角から、 町の 中心へ 迷い込んだ。 そこで 私 はすべ 

ての 印象 を 反対に、 磁石の あべこべの 地位で 眺め、 上 

下 四方 前後左右の 逆転した、 第 四次元の 別の 宇宙 (景 

色の 裏側) を 見た のであった。 つま リ 通俗の 常識で 解 

説 すれば、 私 は いわゆる 「狐に 化かされた」 ので あつ 

た。 



もな お 私の 記憶に 残って いるもの は、 あの 不可思議な 

人外の 町。 窓に も、 軒に も、 往来に も、 猫の 姿が あり 

ありと 映像して いた、 あの 奇怪な 猫 町の 光景で ある。 

私の 生きた 知覚 は、 既に 十数 年 を 経た 今日で さえ も、 

なお その 恐ろしい 印象 を 再現して、 まざまざと すぐ 眼 

の：^ に、 はっきり 見る ことができ るので ある。 

人 は 私の 物語 を 冷笑して、 詩人の 病的な 錯覚で あり、 

もうそう 

愚に もっかない 妄想の 幻影 だと 言う。 だが 私 は、 たし 

かに 猫ば かりの 住んで る 町、 猫が 人間の 姿 をして、 街 

路に 群集して いる 町 を 見た ので ある。 理窟 や 議論 は ど 

うに も あれ、 宇宙の 或る 何 所 かで、 私が それ を 「見た」 
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